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9-4 魔法にかけられ転倒され逆立ちした世界、古典派ブルジョア経済学の功績と限界、俗

流経済学と経済的三位一体と支配的諸階級の階級的利益 重要!!

「資本─利潤、またはより適切には資本─利子、土地─地代、労働─労賃では、すなわち

価値および富一般の諸成分とその諸源泉との関係としてのこの経済的三位一体では、資本

主義的生産様式の神秘化、社会的諸関係の物化、物質的生産諸関係とその歴史的社会的規

定性との直接的合生が完成されている。それは魔法にかけられ転倒され逆立ちした世界で

あって、そこではムッシュー・ル・カピタルとマダム・ラ・テル〔資本氏と土地夫人〕が

社会的な登場人物として、また同時に直接にはただの物として、怪しい振舞をするのであ

る。このようなまちがった外観と偽瞞、このような、富のいろいろな社会的要素の相互間

の独立化と骨化、このような、物の人格化と生産関係の物化、このような日常生活の宗教、

およそこのようなものを解消させたということは、古典派経済学の大きな功績である。と

いうのは、古典派経済学は、利子を利潤の一部分に還元し、地代を平均利潤を超える超過

分に還元して、この両方が剰余価値で落ち合うようにしているからであり、また、流通過

程を諸形態の単なる変態として示し、そして最後に直接的生産過程で商品の価値と剰余価

値とを労働に還元しているからである。それにもかかわらず、古典派経済学の代弁者たち

の最良のものでさえも、ブルジョア的立場からはやむをえないことながら、自分たちが批

判的に解消させた外観の世界にやはりまだ多かれ少なかれとらわれており、したがって、

みな多かれ少なかれ不徹底や中途はんぱや解決できない矛盾におちいっている。これにた

いして、他方では、現実の生産当事者たちがこの資本─利子、土地─地代、労働─労賃と

いう疎外された不合理な形態ではまったくわが家にいるような心安さをおぼえるのも、や

はり当然のことである。なぜならば、まさにこれこそは、彼らがそのなかで動きまわって

おり毎日かかわりあっている外観の姿なのだからである。したがってまた、同様に当然な

こととして、俗流経済学、すなわち、現実の生産当事者たちの日常観念の教師的な多かれ

少なかれ教義的な翻訳以外のなにものでもなくて、これらの観念のうちにいくらか条理の

ありそうな秩序をもちこんでくる俗流経済学は、まさにこの、いっさいの内的関連の消し

去られている三位一体のうちに、自分の浅はかな尊大さの自然的な、いっさいの疑惑を越

えた基礎を見いだすのである。この定式は同時に支配的諸階級の利益にも一致している。

なぜならば、それは支配的諸階級の収入源泉の自然必然性と永遠の正当化理由とを宣言し

てそれを一つの教条にまで高めるものだからである。

生産関係の物化の叙述や生産関係の独立化の叙述では、われわれは、……立ち入らない。

なぜ立ち入らないかといえば、競争の現実の運動はわれわれの計画の範囲外にあるもので

あって、われわれはただ資本主義的生産様式の内的編制を、いわばその理想的平均におい

て、示しさえすればよいのだからである。

以前のいろいろな社会形態では、この経済的神秘化は、ただ、おもに貨幣と利子生み資

本とに関連してはいってくるだけである。それは次のような場合には当然排除されている。

第一には、使用価値のための、直接的自己需要のための、生産が優勢な場合である。第二

には、古代や中世でのように奴隷制や農奴制が社会的生産の広い基礎をなしている場合で

ある。この場合には生産者にたいする生産条件の支配は、支配・隷属関係によって隠され

ていて、この支配・隷属関係が生産過程の直接的発条として現れており、目に見えている。
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自然発生的な共産主義が行われている原始的共同体のなかでは、また古代の都市共同体の

なかでさえも、その諸条件を含めてのこの共同体そのものが生産の基礎として現われ、ま

た共同体の再生産が生産の最終目的として現われる。中世の同職組合制度にあってさえも、

資本も労働も無拘束なものとしては現われないで、それらの相互の関係は、組合制度やそ

れと関連する諸関係やまたこの諸関係に対応する職業上の義務や親方資格などの諸観念に

よって規定されたものとして現われる。資本主義的生産様式においてはじめて（ここで原

稿は中断している。）」〈『資本論』第３巻 第2分冊『資本論』⑤ P1063F8-1065B1〉

中断以下の内容について、青山は次のように推測する。「①資本主義的生産様式におい

てはじめて経済的三位一体が完成したこと。②資本主義的生産様式においてはじめて資本

も労働も社会から無拘束なものとしては現われたこと。③その結果、資本主義的生産様式

は(資本主義)社会そのものを掘り崩す矛盾を抱えていること。」そして、グローバル資本

主義のもとで、われわれは、産業の空洞化によって、日本社会そのものの存亡の危機に直

面していることを強く意識するのである。


